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 令和7年4月1日より胆沢病院の院長を務めている鈴木俊郎です。 

 私は陸前高田市の出身で、北の大地に憧れて北海道大学に進学し、

昭和63年より胆沢病院にて医師としての研修を開始いたしました。

その後、呼吸器（肺）に関心を持ち、東北大学で呼吸器内科学を学

び、平成5年に胆沢病院へ戻りました。以後、呼吸器内科長、内科長、地域医療福祉連携室

長、副院長を歴任し、現在に至ります。 

 これまで長きにわたり勤務を続けてこられたのは、地域の皆さまの温かいご支援のおか

げであり、心より感謝申し上げます。 

 私は常に「地域に貢献すること」を第一に診療してまいりましたが、岩手県における医

師不足は年々深刻さを増しています。当院では昨年度に脳神経外科、今年度には皮膚科の

常勤医が退職し、現在はいずれも応援医師による外来診療のみとなっております。地域の

皆さまには大変ご不便をおかけし、誠に申し訳ございません。 

 全国的に少子高齢化が進行する中、2024年10月1日時点での日本人の人口は、前年同月

比で約89万8千人の減少が報告されています。奥州市の人口も、2020年の約11.3万人か

ら2025年には10.5万人へと減少し、2035年には9万人にまで減ると予測されています。

医師を含む医療従事者の不足は今後さらに進行すると見込まれる一方で、75歳以上の後期

高齢者の人口は横ばいで推移し、高齢者診療の割合は増加を続けます。また、働き方改革

の推進により、かつてのような長時間労働は難しくなっております。このような背景か

ら、地域医療を支えるためには、医療機関の統廃合や地域を超えた専門医療の連携がこれ

まで以上に重要になってまいります。限られた医療資源のもとで最大の効果を発揮し、地

域に適切な医療を提供するためには「連携」が鍵であると考えております。 

 当院は地域医療支援病院として、これまでも紹介・逆紹介を推進してまいりました。救

急診療および急性期治療を当院でしっかりと行い、病状が安定した後は地域の医療機関に

引き継いでいくという診療・療養のサイクルをさらに強化し、奥州地域の医療体制を共に

守っていきましょう。なお、休日・夜間のいわゆる「コンビニ受診」は依然として課題と

なっており、今後も地域の皆さまと連携しながら、受療行動の適正化に向けた啓発活動に

取り組んでまいります。 

 一方で、嬉しいニュースもございます。今年度は8名の初期臨床研修医を迎えることがで

きました。医師は病院の中だけでなく、地域の中で育ち、成長していくものです。2年次の

研修医とともに、地域の皆さまからの温かいご指導・ご支援を賜りますようお願い申し上

げます。 

 胆沢病院は、これからも地域とともに歩んでまいります。 

 今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

院長就任のご挨拶  

院長 鈴木 俊郎 

岩手県立胆沢病院 基本理念 
私たちは、地域の人々の健康と命を守るため、愛を持って地域医療に貢献します。 
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① 第１消化器外科長  

② 内視鏡外科、消化器外科 

③ スポーツ観戦 

④ クォーター水沢人です。

よろしくお願いします。 

① 泌尿器科医長 

② 泌尿器腫瘍 

③ サウナ・読書 

④患 者 さ ん に 寄 り 添 っ

た、質の高い医療を提供

できるよう、日々精進し

てまいります。 

① 医師（呼吸器内科） 

②  

③ 庭仕事 

④奥州市に初めて来まし

た。患者さんに寄り添っ

た医療を提供できるよう

に精進します。 

① 医師（消化器内科） 

②  

③ サイクリング 

④東北大学病院で初期研
修を終え、今年度から胆
沢病院で専門研修をさせ
ていただきます。早くな
じめるよう頑張ります。
よろしくお願いします。 

① 第２整形外科長 

② 整形外科一般、脊椎 

③ 野球、競馬 

④ 地域医療に貢献できる

よう頑張ります。 

① 整形外科医長 

②   

③ 散歩 

④ 精一杯頑張ります。 

よろしくお願いします。 

① 医師（消化器内科） 

②  

③  

④ よろしくお願いします。 

新 任 紹 介 医 師 
① 職名  ② 専門分野  ③ 趣味  ④ ひとこと 
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医師退職 ・ 転出のお知らせ 令和７年３月末 
【 退 職 】  

郷右近 祐司  院長 

高橋 徹    第２循環器内科長 

日景 允    内視鏡外科長 

大内 謙太郎  皮膚科長 

天野 朋彦   消化器内科医長 

吉田 昇修   泌尿器科医長 

島袋 眞也   外科医長 

小原 崇裕   整形外科医長 

薗部 太一   医師（循環器内科） 

久慈 強    医師（呼吸器内科） 

秋場 一徹   医師（消化器内科） 

村尾 裕佑   医師（泌尿器科） 

 

小野寺 幸男  非常勤医師 

越前屋 晴菜  ２年次臨床研修医 

千葉 勇輝   ２年次臨床研修医 

千田 桃香   ２年次臨床研修医 

千葉 優華   ２年次臨床研修医   

畠山 哲八 呼吸器内科医長（県立千厩病院へ） 【 転 出 】 佐々 航  整形外科医長（県立釜石病院へ） 

１ 年 床 研 次 臨 修 医 紹 介 

  

  

  

  

① 岩手医科大学 

② 消化器内科 

③ 陸上・料理 

④ 笑顔で元気に頑張りま

す！ご指導よろしくお願

いいたします！ 

① 岩手医科大学 

② 整形外科、泌尿器科 

③ ソフトテニス・ゴルフ 

④日進月歩の医学に遅れ

を取らないよう、日々精

進したいと思います。よ

ろしくお願いします。 

① 東北医科薬科大学 

② 麻酔科 

③ バドミントン・音楽 

④患者さんに寄り添える
医師になれるよう、一日
一日を大切にしたいと思
います。よろしくお願い
いたします。 

① 東北医科薬科大学 

② 整形外科 

③ス ノ ボ・ゴ ル フ・サ ッ

カー観戦・バドミントン 

④医 師 と し て 人 と し て
日々成長できるよう精進
します。よろしくお願い
いたします。 

① 岩手医科大学 

② 循環器内科、泌尿器科 

③ 読書・プラモデル作製 

④患者さんに信頼しても
らえるような医師になれ
るよう、努力を重ねてい
きます。ご指導よろしく
お願いします。 

① 岩手医科医大学 

② 外科、耳鼻科 

③ ソフトテニス・動画鑑

賞 

④で き る 限 り 精 一 杯 頑

張っていきます。よろし

くお願いします。 

① 岩手医科大学 

② 内科系 

③ スポーツ観戦・旅行 

④日々研鑽を積み、患者

さんに信頼される医師を

目指して努力します。よ

ろしくお願いします。 

① 岩手医科大学 

② 内科 

③ ゲーム・動画鑑賞 

④何事にも探究心を持っ

て取り組みたいと思いま

す。よろしくお願いしま

す。 

 

①出身大学  ②志望分野  ③趣味  ④ひとこと 

竹尾
た け お

 崚
りょう

 

吉田
よ し だ

 龍 世
りゅうせい

 

黒坂
くろさか

 紘太郎
こ う た ろ う

 

松野
ま つ の

 絵梨香
え り か

 

井上
いのうえ

 佳隆
よしたか

 

髙橋
たかはし

 雅
まさし

 

柏木
かしわぎ

 一孝
かずたか

 

高橋
たかはし

 雄三
ゆうぞう

 



4岩手県立胆沢病院地域医療連携だより クローバー 4 

 

 当院の地域医療福祉連携室は、地域医療福祉連携室長の伊藤靖副院長をはじめ、看護

師・医療社会事業士・事務・紹介センターの体制で、病院と病院、病院と診療所、施設や

地域の方々との連携をスムーズにするための業務を担当しております。 

 引き続き皆様のご協力とご指導のほどよろしくお願いします。  

 〒023-0864 
 岩手県奥州市水沢字龍ヶ馬場61番地 
   TEL 0197－24－4121 
   TEL 0197－48－0881（紹介センター直通）平日9時～17時 
   FAX   0197－24－4180（紹介センター専用） 
   URL https://www.isawa-hp.com/ 

 地域医療福祉連携室長  伊藤 靖 

 地域医療福祉連携室次長 鈴木 志津香  

 事 務 職 員  小野 陽子、立花 大夢、太田 早苗、高島 宏貴、畠山 恵喜 

  医療社会事業士  千葉 桂子、梅原 祐香里、川崎 智絵美、津嶋 那子、真壁 晃河 

 退院支援看護師  佐々木 美江子、北條 真由美、岡元 賢子 

 入院支援看護師  三田 美由紀、小姓堂 裕子、千葉 真理子 

 紹 介 セ ン ター    髙橋 初江、高橋 奈穂、近藤 寿子、後藤 未来 

【伊藤室長】 

【鈴木次長】 


